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崎
へ
赴
い
た
。

　

宗
吉
は
宝
暦
13
（
一
七
六
三
）
年
、
那
賀
郡
荒

田
野
村
（
現
阿
南
市
新
野
町
）
に
生
ま
れ
た
。
名

は
鄭て

い

、
字あ

ざ
な

は
伯
敏
、
通
称
は
宗そ

う

吉き
ち

と
言
っ
た
。
号

を
曇ど

ん

斎さ
い

と
名
乗
っ
た
の
は
寛
政
11
（
一
七
九
九
）

年
36
歳
の
時
だ
っ
た
。

　

祖
父
橋
本
丹
治
兵
衛
は
郷
士
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
苗
字
を
名
乗
れ
た
。
父
は
伊
平（
寛
政
６（
一

七
九
四
）
年
10
月
10
日
に
亡
く
な
っ
た
）。
実
母

は
新
屋
三
良
の
娘
（
詳
細
は
不
明
）
で
あ
り
、
伊

平
の
後
妻
隆
は
文
政
３
（
一
八
二
〇
）
年
２
月
17

日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

宗
吉
に
は
姉
は
ん
と
弟
伝
二
良
が
い
た
が
、
２

人
は
幼
少
時
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

父
伊
平
は
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
た
。
わ
ず
か

の
田
畑
を
売
り
払
い
幼
少
の
宗
吉
を
連
れ
て
浪
花

（
大
坂
）
へ
移
り
住
ん
だ
。

　

夜
逃
げ
同
然
の
伊
平
は
北
堀
江
の
木
屋
甚
兵
衛

を
頼
り
甚
兵
衛
の
裏
長
屋
に
住
み
、
傘
作
り
を
始

め
た
。
明
和
３
（
一
七
六
六
）
年
、
伊
平
は
甚
兵

衛
娘
隆
と
再
婚
し
た
。
４
、
５
歳
に
し
か
な
ら
な

か
っ
た
宗
吉
は
父
の
傘
作
り
を
手
伝
い
傘
の
紋
を

描
い
た
。
紋
の
出
来
栄
え
が
よ
か
っ
た
の
で
評
判

に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

宗
吉
は
天
明
６
（
一
七
八
六
）
年
、
23
歳
の
時

満
と
結
婚
（
文
化
８
（
一
八
一
一
）
年
７
月
22
日

亡
く
な
っ
た
）、
文
化
10
（
一
八
一
三
）
年
播
磨

国（
現
兵
庫
県
）平
野
郷
松
原
屋
六
兵
衛
妹
幸（
文

政
13
（
一
八
三
〇
）
年
７
月
20
日
亡
く
な
る
）
と

再
婚
し
た
。

　

蘭
学
は
江
戸
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
し
て
西

洋
の
学
術
・
文
化
・
技
術
・
知
識
な
ど
を
わ
が
国

へ
伝
え
ら
れ
た
。
は
じ
め
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳

が
医
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
医
術
が
主
で
あ
っ
た
。

や
が
て
薬
学
・
天
文
学
・
暦れ

き

学が
く

等
を
学
ぶ
人
が
ふ

え
た
。
幕
末
に
は
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ

語
を
学
ぶ
人
が
ふ
え
蘭
学
は
洋
学
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
、
宣
教
師
や
信

者
を
弾
圧
し
た
。
や
が
て
国
外
へ
追
放
し
始
め
、

寛
永
10
（
一
六
三
三
）
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
国

外
へ
追
放
し
始
め
た
。
幕
府
の
許
可
し
た
船
し
か

外
国
へ
渡
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
そ
し
て
貿
易
は

平
戸
と
長
崎
に
限
ら
れ
た
。

　

寛
永
13
（
一
六
三
六
）
年
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
を
隔
離
す
る
た
め
長
崎
に
人
工
島
出
島
を
築
い

た
。
寛
永
16
（
一
六
三
九
）
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
を
国
外
に
追
放
、
寛
永
18
（
一
六
四
一
）
年
平

戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
出
島
へ
移
し
た
。
し
か
し
、

オ
ラ
ン
ダ
人
の
自
由
な
外
出
を
許
さ
な
か
っ
た
。

外
国
と
の
交
流
を
鎖と

ざ

す
（
鎖
国
令
）
こ
と
が
幕
府

の
方
針
と
な
り
、
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。
外
国

の
情
報
や
物
資
は
出
島
だ
け
し
か
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
西
洋
医
学
を
学
ぶ
人
た
ち
は
競
っ
て
長

　

宗
吉
（
宝
暦
13
（
一
七
六
三
）
年
〜
天
保
７
（
一

八
三
六
）
年
）
は
、
大
坂
蘭
学
の
創
始
者
と
し
て
、

ま
た
日
本
電
気
学
の
祖
と
言
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
那
賀
郡
荒
田
野
村
（
現
阿
南
市
新
野

町
）
に
生
ま
れ
な
が
ら
一
部
の
人
を
除
い
て
徳
島

県
で
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

子
ど
も
の
時
に
故
郷
を
追
わ
れ
る
よ
う
に
去
っ

た
こ
と
と
、
後
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い
を
か
け
ら

れ
て
交
際
の
あ
っ
た
人
た
ち
も
あ
え
て
宗
吉
の
こ

と
を
隠
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
安
芸
国
（
現
広

島
県
）
竹
原
（
現
竹
原
市
）
に
住
む
子
孫
も
務
中

氏
を
名
乗
り
あ
え
て
橋
本
姓
を
隠
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
の
蘭
学
者
の
中
で
は
一
流
の
学

者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

大
坂
蘭
学
の
創
始
者
と
し
て
、

ま
た
日
本
電
気
学
の
祖
と
言

わ
れ
た

時
代
を
生
き
た
先
覚
者
た
ち
自
然
豊
か
な
阿
南
の
地
で
、
武
骨
に
、
し
な
や
か
に
、
一
途
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
先
覚
者
た
ち
の
軌
跡
を
追
う
。

【
其
の
二
】  

橋は
し

本も
と 

宗そ
う

吉き
ち　

　

寄
稿　

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　

湯
浅 

良
幸 

さ
ん

橋本宗吉肖像画（武田科学振興財団　杏雨書屋所蔵）

シ
リ
ー
ズ

宗
吉
母
方
ノ
祖
父
・
阿
州
橘
浦

新
屋
八
三
良

圓
岳
宗
深
居
士

（
安
永
九
年
二
月
十
三
日
没
）

宗
吉
母
方
ノ
祖
母

　
　
お
り
き

貞
玉
妙
譽
信
女

（
天
明
八
年
四
月
二
十
日
没
）

阿
州
荒
田
野
郷
士
・
宗
吉
父
方
ノ
祖
父

橋
本
丹
治
兵
衛

中
達
諦
道
信
士

（
安
永
五
年
十
二
月
十
六
日
没
）

橋
本
丹
治
兵
衛
子
・
宗
吉
父

橋
本
伊
平

交
譽
感
應
道
説
信
士

（
寛
政
六
年
十
月
十
日
没
）

宗
吉
後
妻
・
摂
州
平
野
郷
松
原
屋
六
兵
衛
妹

　
幸

得
譽
文
学
智
舜
禅
尼

（
文
政
十
三
年
七
月
二
十
日
没
）

橋
本
丹
治
兵
衛
孫
・
秀
平
養
父

橋
本
宗
吉

尭
譽
文
雄
天
眞
居
士

（
宝
暦
十
三
年
生
・
天
保
七
年
五
月
一
日
没

享
年
七
十
四
）

し
ま

智
音
童
女

（
寛
政
十
年
三
月
二
十
日
没
）

い
く

智
觀
童
女

（
寛
政
十
二
年
七
月
二
十
七
日
没
）

環
藏

智
恭
童
子

（
享
和
三
年
九
月
二
十
三
日
没
）

き
ぬ

惠
讀
童
女

（
享
和
三
年
十
月
六
日
没
）

そ
め

穐
露
童
女

（
文
化
八
年
七
月
十
四
日
没
）

秀
平
先
妻

　
光

妙
教
信
女

（
文
化
三
年
生
・
天
保
十
三
年
六
月
十
日
没

享
年
三
十
七
）

務
中
徳
左
衛
門
貴
定
ノ
長
子
・
橋
本
宗
吉
養
子

橋
本
（
務
中
）
秀
平

釋
雙
柳

（
寛
政
十
年
生
・
明
治
三
年
五
月
一
日
没

享
年
七
十
三
）
　

宗
吉
先
妻

　
満

智
億
賓
樹
信
女

（
文
化
八
年
七
月
二
十
二
日
没
）

伊
平
娘
・
宗
吉
姉

は
ん

穐
光
童
女

（
宝
暦
十
二
年
八
月
六
日
没
）

伊
平
妻
・
宗
吉
母
・
甚
兵
衛
娘

　
隆

眞
譽
應
聲
智
現
信
尼

（
文
政
三
年
二
月
十
七
日
没
）

伊
平
子
・
宗
吉
弟

傳
二
良

了
圓
童
子

（
明
和
四
年
七
月
十
四
日
没
）

（
宗
吉
実
母
？
）

　
釋
妙
應

丹
治
兵
衛
妻
・
宗
吉
父
方
ノ
祖
母

了
雲
智
角
信
女

（
宝
暦
八
年
五
月
十
三
日
没
）

木
屋
甚
兵
衛

演
耀
説
音
信
士

（
明
和
二
年
六
月
二
十
六
日
没
）

甚
兵
衛
妻

　
　
菊

妙
譽
栄
音
信
尼

（
明
和
四
年
八
月
九
日
没
）

【
橋
本
家
系
譜
】（
原
田
裕
司
さ
ん 

作
成
）
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と
こ
ろ
が
、大
槻
如
電
が
明
治
10
（
一
八
七
七
）

年
に
発
行
し
た
『
日
本
洋
学
年
表
』
で
は
宗
吉
は

文
政
12
（
一
八
二
九
）
年
刑
死
し
た
と
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
如
電
が
林　

洞
海
か
ら
聞
い

た
と
の
い
わ
く
つ
き
で
あ
る
。

　

明
治
10
（
一
八
七
七
）
年
に
な
っ
て
も
こ
の
よ

う
な
本
が
出
て
い
る
か
ら
、
事
件
当
時
宗
吉
と
つ

な
が
り
の
あ
っ
た
人
た
ち
は
宗
吉
の
こ
と
を
語
ら

ず
門
人
た
ち
も
宗
吉
に
つ
い
て
の
記
録
を
焼
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
宗
吉
の
業

績
が
隠
さ
れ
た

こ
と
は
う
な
ず

け
る
。
子
孫
と

て
同
様
だ
っ
た
。

　

宗
吉
の
墓
は

大
阪
上
本
町
念

仏
寺
・
竹
原
市

照
蓮
寺
に
あ
る
。

　

昭
和
10
（
一

九
三
五
）
年
５

月
11
日
、
宮
内

省
は
宗
吉
に
正

五
位
を
追
贈
し

て
い
る
。

参
考
文
献

古
川
良
夫
作
成
「
橋
本
曇
斎
（
宗
吉
）
の
年
表
と

背
景
」

「
大
阪
史
説
会
報
」
第
４
号

　

宗
吉
は
、
人
に
頼
ん
で
実
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。

や
り
方
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

大
き
な
松
の
木
の
上
に
松ま

つ

脂や
に

を
詰
め
た
桶
を
結

び
付
け
、
そ
れ
に
棒
を
差
し
込
み
、
棒
の
先
に
針

金
を
長
く
下
げ
、
下
に
松
脂
を
詰
め
た
箱
の
台
を

置
い
た
。
や
が
て
雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
る
の
で
一
人

が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
針
金
の
一
端
を
持
ち
台
上

に
立
ち
、
も
う
一
人
は
大
地
に
立
っ
て
互
い
に
指

を
出
し
合
っ
て
お
っ
た
。
す
る
と
指
先
か
ら
火
花

（
ス
パ
ー
ク
）
が
出
て
確
か
に
雷
は
エ
レ
キ
テ
ル

に
違
い
な
い
実
験
が
出
来
た
。

　

宗
吉
は
蘭
書
に
よ
っ
て
手
さ
ぐ
り
で
実
験
を
し
、

蘭
書
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

文
化
10
（
一
八
一
三
）
年
、『
蘭
科
内
外
三
方
典
』

６
冊
を
出
版
。

　

こ
の
年
、
松
原
屋
六
兵
衛
妹
幸
と
再
婚
し
た
。

　

文
政
４
（
一
八
二
一
）
年
、
５
カ
年
間
に
わ
た

り
『
医
書
宝
函
』
６
巻
ま
で
を
出
版
し
た
。

　

文
政
10
（
一
八
二
七
）
年
、門
弟
藤
田
顕
蔵
（
阿

波
出
身
）
が
大
坂
町
奉
行
所
に
逮
捕
さ
れ
た
。
こ

れ
が
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
発
端
と
な
り
同
年
６
月

宗
吉
も
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
厳
し
い
取
り
調

べ
を
受
け
た
。

　

こ
の
年
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
帰
国
し
た
。
乗
っ
て

い
た
船
が
暴
風
雨
に
あ
っ
て
難
破
し
た
。
こ
の
時
、

幕
府
天
文
方
高
橋
景
保
か
ら
も
ら
っ
た
『
日
本
沿

海
輿
地
全
図
』
が
発
見
さ
れ
た
。
文
政
９
（
一
八

二
六
）
年
、シ
ー
ボ
ル
ト
が
浪
花
へ
来
た
時
、会
っ

た
蘭
方
医
２
、
３
人
も
逮
捕
さ
れ
た
。

　

宗
吉
は
取
り
調
べ
を
受
け
た
が
、
疑
い
は
晴
れ

た
。
当
時
、
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
追
及
は
厳
し
く
、

い
っ
た
ん
疑
い
を
か
け
ら
れ
る
と
完
全
に
疑
い
が

晴
れ
る
ま
で
監
視
さ
れ
た
。

　

宗
吉
は
天
明
７
（
一
七
八
七
）
年
、
24
歳
の
時
、

蘭
学
者
（
医
師
）
小
石
元
俊
に
入
門
し
た
。
宗
吉

の
勉
強
ぶ
り
は
近
隣
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
才
能
を
買
わ
れ
、
豪
商
間　

重
富
（
天
文
学

を
勉
強
し
て
い
た
）
ら
の
援
助
を
受
け
て
江
戸
へ

遊
学
し
た
。
寛
政
６
（
一
七
九
四
）
年
有
名
な
蘭

学
者
大
槻
玄
沢
に
入
門
し
た
。
玄
沢
は
杉
田
玄
白

の
弟
子
で
、
前
野
良
沢
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん

で
い
る
。

　

宗
吉
は
わ
ず
か
２
カ
月
で
単
語
４
万
語
を
覚
え
、

４
カ
月
で
『
蘭
学
階
梯
』『
蘭
語
草
稿
』
を
習
得

し
た
と
言
わ
れ
る
。
同
年
浪
花
へ
帰
っ
て
か
ら
天

文
学
・
地
理
・
医
学
の
翻
訳
に
と
り
か
か
っ
た
。

　

寛
政
６
（
一
七
九
四
）
年
に
は
、
父
伊
平
が
亡

く
な
っ
た
。

　

寛
政
９
（
一
七
九
七
）
年
５
月
、
浪
花
で
初
め

て
の
蘭
学
塾
絲
漢
堂
を
開
き
、
内
科
と
外
科
を
看

板
に
掲
げ
た
。

　

寛
政
10
（
一
七
九
八
）
年
に
は
、
師
小
石
元
俊

　

文
政
11
（
一
八
二
八
）
年
７
月
以
降
、
宗
吉
が

キ
リ
シ
タ
ン
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
蘭
方
医
た

ち
は
絲
漢
堂
に
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

　

文
政
10
（
一
八
二
七
）
年
９
月
、養
子
の
秀
平
・

光
夫
婦
は
安
芸
の
竹
原
（
現
広
島
県
竹
原
市
）
へ

転
居
し
医
業
を
開
い
た
。
や
が
て
宗
吉
も
竹
原
へ

移
っ
た
。

　

秀
平
は
竹
原
の
務
中
家
の
人
で
、
宗
吉
は
秀
平

の
才
を
見
込
ん
で
養
子
と
し
た
。
し
か
し
、
秀
平

は
橋
本
姓
を
名
乗
ら
ず
務
中
で
通
し
た
。

　

さ
て
、
浪
花
で
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
で
逮
捕
さ
れ

た
者
た
ち
は
文
政
12
（
一
八
二
九
）
年
12
月
死
刑

に
処
せ
ら
れ
た
。
宗
吉
は
こ
の
事
件
は
終
わ
っ
た

と
思
い
浪
花
へ
帰
っ
て
き
た
。

の
指
導
の
も
と
人
体
解
剖
に
立
ち
会
い
、
各
臓
器

の
オ
ラ
ン
ダ
名
を
記
録
し
て
い
る
。

　

こ
の
年
、
絲
漢
堂
に
は
80
人
の
門
弟
が
集
ま
っ

て
い
る
。
阿
波
か
ら
も
麻
植
郡
山
崎
村
（
現
吉
野

川
市
）藤
田
顕
蔵
、美
馬
郡
舞
中
島
村（
現
美
馬
市
）

三
宅
速
水
、
阿
波
郡
市
場
村
（
現
阿
波
市
）
玉
井　

民
ら
が
入
門
し
て
い
る
。

　

寛
政
11
（
一
七
九
九
）
年
に
は
、曇
斎
と
名
乗
っ

た
。
当
時
、
宗
吉
は
蘭
学
者
と
し
て
は
そ
う
そ
う

た
る
存
在
で
、「
蘭
学
者
相
撲
番
付
」
で
西
小
結

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
勧
進
元
は
大
槻
玄
沢
。
こ

の
番
付
に
は
横
綱
・
大
関
は
な
く
関
脇
に
稲
坂
三

泊
・
山
村
才
助
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

寛
政
12
（
一
八
〇
〇
）
年
に
は
、
女
体
の
解
剖

を
指
導
し
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
宗
吉
の
名
は
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
、『
西
洋
産
育
手
術
全
集
』
を
執
筆
し

て
い
る
。

　

文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
41
歳
の
時
、
製
薬
処

方
・
治
療
を
網
羅
し
た
『
蘭
科
、
内
外
科
三
法
文

典
』
２
冊
を
出
版
し
た
。

　

同
８
（
一
八
一
一
）
年
に
は
妻
満
を
亡
く
し
た
。

ま
た
こ
の
年
、『
阿
蘭
陀
始
制
エ
レ
キ
テ
ル
究
理

原
』
を
完
成
、『
エ
レ
キ
テ
ル
訳
説
』
を
書
い
て

い
る
。

　

宗
吉
は
エ
レ
キ
テ
ル
（
電
気
）
の
実
験
を
行

い
『
エ
レ
キ
テ
ル
究
理
原
』
を
著
し
た
。
こ
の
本

は
わ
が
国
初
め
て
の
実
験
電
気
学
の
著
書
で
あ
る
。

こ
の
業
績
に
よ
り
「
日
本
電
気
学
の
祖
」
と
言
わ

れ
た
。

絲漢堂跡（大阪市中央区南船場３丁目）

『阿蘭陀始制エレキテル究理原』（複製）　
個人蔵（大阪市立科学館提供）宮内省から宗吉に送られた位記（市立竹原書院図書館所蔵）

『エレキテル究理原』に描かれた、中　喜久太による
フランクリンの実験図（大阪市立科学館提供）
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時代を生きた先覚者たち
Soukichi Hashimoto

　
現
在
、
宗
吉
の
出
生
地
・
新
野
町
で
橋
本
宗

吉
顕
彰
会
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
活
動
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
古
川

良
夫
さ
ん
（
85
歳
・
新
野
町
）
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
　

宗
吉
と
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

　

平
成
14
年
に
市
史
編
さ
ん
室
長
を
し
て
い
た

時
、
蘭
学
者
の
中
に
宗
吉
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
昔
、
阿
南
市
に
偉
い
人
が
い
る
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
広
島
県
竹
原
市
に
出
向

く
な
ど
宗
吉
を
調
べ
る
に
つ
け
、
そ
の
功
績
や
そ

こ
か
ら
偲
ば
れ
る
人
柄
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
宗
吉
の
存
在
の
今
日
的
な
意
義
と
は
何
で

し
ょ
う

　

日
本
の
近
代
科
学
の
手
法
（
科
学
的
な
見
地

や
実
験
主
義
）
を
確
立
さ
せ
た
先
達
で
す
。
そ

の
範
囲
も
電
気
学
や
医
学
、
薬
学
、
地
理
学
な

ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
特
に
近
代
医
学

へ
の
橋
渡
し
を
し
た
こ
と
は
歴
史
上
も
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
す
。

　
　

宗
吉
は
ど
の
よ
う
な
人
柄
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か

　

ま
ず
は
一
途
に
学
問
に
励
ん
だ
不
言
実
行
の

人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
不
幸
な
境
遇

の
中
で
も
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
た

人
で
し
た
。

　
　
顕
彰
会
を
設
立
し
た
い
と
思
っ
た
動
機
は

　

過
去
の
歴
史
、
偉
人
の
足
跡
を
学
ぶ
こ
と
は

現
在
を
い
か
に
生
き
て
い
く
か
の
指
針
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
郷
土
の
偉
人
・
宗
吉
は
そ
の

功
績
に
比
べ
て
世
の
中
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
宗
吉
を
末
永
く
後
生
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
か

　

皆
さ
ま
の
賛
同
を
い
た
だ
い
て
顕
彰
会
を
設

立
し
、
多
く
の
人
に
宗
吉
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
偉
人
の
功

績
や
人
柄
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
第
二
第

三
の
宗
吉
の
誕
生
を
願
い
ま
す
。

顕彰会設立に向けて話し合う（５月11日・新野公民館）

エレキテルと百人おどしの図（大阪市立科学館提供）

橋
本
宗
吉
の
功
績
を
後
生
に
伝
え
た
い

そ
し
て
第
二
第
三
の
宗
吉
の
誕
生
を
願
う

橋本宗吉は、日本で初めて静電気を科学的に研究した人
物とされています。宗吉が静電気と出会ったのは48歳
の頃。オランダ書の中にあった静電気の記事に興味を抱
いて日本語に翻訳したことがはじまりでした。
宗吉が使った「エレキテル」とは、静電気を発生させる
装置のことです。構造は糸車に似ていて、まず円筒形の
ガラスを回転するように設置し、そこに金属を接触させ
ます。そして、はずみ車とガラス筒の軸をベルトでつな
ぎます。使い方は、ハンドルを回して金属とガラスを摩
擦させて、静電気をおこします。発生した静電気は、ガ
ラスに接触した「伝い金」を通して、実験に使います。
宗吉が1811年に著した「阿蘭陀始制エレキテル究理原」
は、静電気とはどのようなものかのという解説をはじ
め、静電気の性質を知ることができる 18種の実験の方
法が紹介された「日本初の静電気実験マニュアル」です。実験は、雨雲から電気を取って放電
させる実験や大勢で静電気を体感する実験（百人おどし）など多彩な科学実験です。

橋本宗吉とエレキテル

　
万
能
の
人
・
宗
吉
は
、
静
電
気
以
外
に
も
、
オ
ラ
ン

ダ
語
の
知
識
を
活
用
し
て
医
学
、
薬
学
、
地
理
学
な
ど

多
彩
な
著
作
を
残
し
て
い
ま
す
。
大
阪
歴
史
博
物
館
が

所
蔵
す
る
資
料
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
考
文
献　
大
阪
市
立
科
学
館
発
行
『
静
電
気
博
士
に
な
ろ
う　

－

な
に
わ
の

静
電
気
博
士
・
橋
本
宗
吉
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

－

』、
２
０
１
４
年

橋
本
宗
吉
の
著
書

三
雲
環
善
『
施
薬
院
解
男
体
臓
図
』

寛
政
10
（
１
７
９
８
）
年
刊　
写
本
（
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
）

京
都
の
医
師
三
雲
環
善
ら
が
行
っ
た
人
体
の
医
学
解
剖
の
よ
う

す
を
ま
と
め
た
も
の
。
宗
吉
は
臓
器
の
図
に
オ
ラ
ン
ダ
語
名
称

を
書
き
加
え
て
い
ま
す
。

『喎
おらんだ
蘭新訳地球全図』寛政９（1797）年刊　

個人蔵（大阪市立科学館提供）
18 世紀前半のヨーロッパで出版された地図帳を
翻訳、編集した世界地図。日本で発行された近代
的な内容の地図としては、最初期のものと評価さ
れている。地図の周囲には、世界の地理情報など
が書かれています。

『西洋医事集成宝函』文政２（1819）年～
文政６（1823）年刊（大阪歴史博物館所蔵）
ドイツの医学者ヨハネス・ヤコブ・ウォイトが
著した、医学・薬学の辞典を翻訳したもの。宗
吉は全35巻の翻訳原稿を完成させました。

『三法方典』文化２（1805）年刊
（大阪歴史博物館所蔵）
オランダのファン・リスが著した薬学書を翻訳し
たもの。日本において、近代的な薬学を体系的に
紹介した最初期の書物として評価されています。
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